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令和４年８月豪雨災害に関する要望書  

 

去る８月３日から４日にかけて、東北や新潟の各地に線状降

水帯が発生し、本市においても過去に例を見ない記録的な豪雨

となりました。  

本市においては、この豪雨により、住宅や工場、福祉・保育施

設への床上・床下浸水、道路や農用地において法面崩落、土砂流

入冠水、倒木、また、河川等においても護岸崩落等、きわめて甚

大な被害が発生しました。  

こうした被害による住民生活への影響は甚大であり、市でも

被災地の一日も早い災害復旧に向け、関係機関と共に全力をあ

げて取り組まれているところでありますが、これら状況の一刻

も早い復旧に向け、一層、迅速な対応に当たられるよう、次の事

項について緊急に要望いたします。  

 

記  

１ 被災地（箇所）の早期復旧、被災者や事業者の負担軽減を図るため、

市独自の支援対策も含め、関係機関と連携し、迅速な対応を図ること。 

 

２ 住民生活の安全・安心の確保に向けた災害復旧関連事業の迅速化を図

るため、人的体制の充実を図るとともに、災害対応の予算を確保するこ

と。また、積極的な財政支援を国・県に求めること。 

 

３ 一刻も早い被害の全容把握に努め、農業用水の応急確保や、災害相談

窓口、情報提供体制の整備。また、災害時の初動対応・避難所の設定等

の検証をはじめ、種々指摘のあった事項について対応を図ること。 

 



 

４ 公共土木施設、農業用施設等の災害復旧等を円滑かつ早急に行うため、

本市に「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律」が

適用されるよう、国・県に支援を強く求めること。 

 

５ ＪＲ磐越西線及び国道１２１号の復旧について、ありとあらゆる機会

を通じて、「地域のあし」、「観光の動脈」として、本市において重要な鉄

道路線・国道の不通区間の一日も早い運行再開・開通に向け、他自治体

とも連携し東日本旅客鉄道株式会社及び国・県に対し働きかけること。

また、代替バスについては、利用状況に即した柔軟な運行について働き

かけを行うこと。 

 

６ 復旧の状況等については、その情報を議会と共有し、必要に応じて、

協議する機会を設けること。 
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